
「導入ICT機器名」導入による生産性の向上

課題
①業務の質の向上
・書類作成業務時間の大幅な短縮。それに伴い、療
育教材作成時間の増加、支援の学習時間の確保な
ど、療育の質向上のための時間が確保できた。
・タイムラグのない情報伝達が職員全員に可能と
なり、伝達ミスの減少、児童への安全性の向上に
つながった。
・情報の一元管理化により、業務効率が向上した。
・情報を常に複数人で確認できるようになり、ミス
の減少、事業所運営の透明性につながった。
・業務効率アップによる働きやすい環境の整備、学
習環境の整備による従業員のスキルアップ
・紙媒体の削減

②量的な効率化
年間業務時間数削減率（％）：64.8％
年間作成文書量削減率（％）：74.6％

成果
ICT導入前は、業務支援ソフトを使用して一
部の業務を行っていましたが、作業に使用で
きる機器が不足していたため、作業効率が著
しく低下している状況でした。職員は限られ
た端末を順番に使用して支援記録を作成して
おり、記録のメモを一旦紙に書き、それを後
からパソコンに転記するなど、非効率な作業
が常態化していました。また、業務支援ソフト
は環境の不備により一部の業務にしか活用で
きず、本来の機能を十分に発揮できていない
状況でした。そのため、業務支援ソフトが持つ
機能を最大限に活用し、業務全体をICT環境
で効率的に行える体制の構築が必要となって
いました。

機器導入

導入機器
PC：3台
携帯：4台
タブレット：1台
インカム：5台1式

令和６年度(令和５年度からの繰越分）
地域障害児支援体制充実のためのICT化推進事業法人名：株式会社安心ライフサポート

事業所名：ここはぐ（児童発達支援/放課後等デイサービス）
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ICT機器等を導入した業務内容（概要）

事業所におけるICT機器等導入の推進方法

1. 作業用機器の個別配備対象機器：PC／タブレット／業務用スマート端末
2. 目的：紙媒体を廃し、全職員が業務支援ソフトをいつでも利用できる環境を構築
3. 業務内容：
・業務支援ソフトで実施する主な機能：出欠確認、支援記録作成、送迎管理、保護者連絡、個別支援計画、受給者証管理、個人情報の一
元管理、スタッフ間の情報共有
・バックヤード業務の電子化：勤怠（出勤）管理、出納管理などをPC上で完結紙帳票を削減し、検索・集計・保管コストを低減
・学習・情報共有環境の整備：マニュアル・研修資料・連絡事項を端末で24時間閲覧可能に。外出先でのマニュアル確認により、安全性
と即応性を向上資料の更新・見直しが容易になり、職員の知識向上を促進
・インカム（業務用通信機器）の活用：支援者間でラグのない音声連携を実現紙の伝達メモを削減し、複数名へ同時に正確な情報共有
チームの動きを円滑にし、支援の質と作業効率を向上
・個人情報保護の強化：業務用端末の導入で情報漏えいリスクを低減

事業所の立ち上げ当初より、支援ソフトを導入し、請求管理や支援記録のICT化を進めてきましたが、予算の制約により十分な機器
の整備ができず、業務を効率的に行うことが困難な状況でした。この度の補助により、必要なICT機器を導入することができ、業務環
境が整い、業務効率が大幅に改善されました。導入にあたっては、「障がい福祉サービス事業所のICTを活用した業務改善」に関する
研修内容を職員間で共有し、理解を深めました。
今後は、ICT機器のさらなる活用を推進するため、職員へのセキュリティ教育の実施を予定しています。また、業務の効率化だけでな
く、時間の有効活用も大きな目的の一つです。ICTを活用した業務フローの見直しや自動化を進めることで、作業時間の短縮と生産
性の向上を図ります。こうして確保した時間は、支援の質をさらに高めるために活用し、より良い療育の提供につなげていきます。
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